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はじめに
今日のビジネス上の課題により、企業は機動性と柔軟性を持ち、そして新しい市場の顧客
に対して迅速にサービスを提供することを迫られています。このような要因が企業のビジ
ネス全体でのクラウド導入を促進している面はあるものの、多くの場合その主な理由は、
オンプレミスデータセンターのハードウェアやソフトウェアの保守作業が複雑でコストが
かかることにあります。成長に応じてキャパシティの拡大を必要とする企業や、時期によっ
てビジネス活動が急増する企業は、自社でデータセンターのハードウェアおよびソフトウェ
アを購入、管理、保守するよりも、必要なときに柔軟にキャパシティを利用できるクラウ
ドの方がコスト面で有利であることを認識しています。 

企業のセキュリティおよびリスク管理担当者を対象にしたクラウドデータのセキュリティに関す
る調査によると、クラウドに保管されている企業データの 40%以上が機密データであり、そ
れらのセキュリティ対策が不十分であることが確認されました 1。さらに、Ponemon Institute

の調査によると、今日の企業はビジネスを遂行するにあたり平均で 27種類の異なる Software-

as-a-Service (SaaS)、Infrastructure-as-a-Service (IaaS)、Platform-as-a-Service (PaaS)ソリュー
ションを使用していて、このことが問題をさらに複雑にしています 2。

しかし、企業内のさまざまな機能で広くデータが利用されるようになり、モバイルでのデー
タ利用も増えている今、既存の ITインフラストラクチャに広く組み込まれている従来型の
セキュリティ対策は効果を失いつつあることが証明されています。現在、ほとんどの組織
で複数のクラウドプロバイダーが使用されていることも、ハイブリッドな IT環境内を移動
する機密データの保護をさらに困難なものにしています。GDPRや CCPAなど、さまざま
なプライバシー規制が登場して規制環境が複雑化するとともに、データ侵害の発生件数、
範囲、規模が広がりを見せるなか、オンプレミス、クラウドのインフラストラクチャやア
プリケーション、分析プラットフォームなど、データが流れる場所を問わず機密データを
保護できるより効率的な対策が求められています。 

以上のようなビジネス上の強い必要性がある一方で、効果の低いセキュリティ対策は変わ
らないという状態の結果、組織として機密データを保護する対策がないまま機密データが
クラウドへと移行される事態が生じています。クラウドネイティブなデータセキュリティ
機能が導入されていない、効果が低い、または正しく構成されていないことにより大規模
なデータ侵害が発生し、その結果データプライバシー規制のコンプライアンス違反により
罰金が科せられる事例が増えています。

データ中心のセキュリティによるクラウド移行の促進
Voltage SecureData Cloud & Analytics by OpenText™は、マルチクラウド、ハイブリッド、
オンプレミス環境で持続的に機密データを保護します。ハイブリッド IT全体にデータ中心
のセキュリティを組み込み、機密データにまつわるリスクを低減することにより、クラウ
ド環境への安全な移行を促進します。 

__________
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1. Enterprise Strategy Group 

(2019) Trends in Cloud 
Data Security: The Data 
Perimeter of Hybrid Clouds

2. Ponemon Institute LLC 

(2018) The 2018 Global 
Cloud Data Security Study

https://content.microfocus.com/l/gdpr-ccpa-privacy-tb?utm_source=techbeacon&utm_medium=techbeacon&utm_campaign=00134846
https://www.informationisbeautiful.net/visualizations/worlds-biggest-data-breaches-hacks/
https://content.microfocus.com/l/cloud-security-data-privacy-tb?utm_source=techbeacon&utm_medium=techbeacon&utm_campaign=00134846
https://content.microfocus.com/l/cloud-security-data-privacy-tb?utm_source=techbeacon&utm_medium=techbeacon&utm_campaign=00134846
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Voltage SecureData Cloud & Analyticsが提供するセキュリティサーバーおよびクライアン
トにより、アプリケーション、データ、データストアと、オンプレミスおよびクラウド内
のサービスとを連携させることができるため、データライフサイクル全体を通したエンド
ツーエンドの保護を実現できます。Voltage SecureData Enterprise by OpenText™は FIPS 

140-2と共通基準 (CC)による認証を受けています。z/OSや、Stratus VOSなどのトランザク
ションシステム、ClouderaやMapRなどのディストリビューションで動作するHadoopなどのオー
プンシステム、AWS EMRや Azure HDInsightなどのクラウドサービス、OpenText™ Vertica™、
Teradata、Snowflakeなどの高性能分析プラットフォームをはじめ、業界で使用されている
幅広いプラットフォームやシステムをサポートします。 

ハイブリッド IT：プラットフォームを問わないデータ中心のセキュリティ

Snowflake

Azure

AWS

GCPSalesforce

Microsoft
Dynamics

365

Service
Now

Voltage によりデータの使いやすさを維持して保護
Voltage SecureData Enterpriseで使用されるトークン化テクノロジーは、柔軟性が高く、あ
らゆる言語や地域のほとんどすべての構造化データタイプに対して導入してデータを保護
できるほか、パフォーマンスとスケーラビリティの高さも実証済みです。Voltage Format-

Preserving Encryption (FPE) by OpenText™、Format-Preserving Hash (FPH) by OpenText™、
Voltage Secure Stateless Tokenization (SST) by OpenText™により機密情報を匿名化します。
これにより、データ侵害を無害化しつつ、保護状態にあるデータをアプリケーションや分
析プラットフォームで継続して使用することができます。Voltageのトークン化テクノロ
ジーにより、データのコンテキストや意味 (参照関係、ロジック、ビジネス上の意図など )

を保持しながらデータを保護された形式に保つことができるため、復号化の必要性を最小
限に抑えることができます。また、参照関係の整合性が保たれるため、クロスクラウド分
析において保護対象のデータを確実に参照して結合することができます。そのため、電話
番号や IDなど、異なるデータセット間で共通する識別子を通して重要な知見を入手するこ
とができます。

Voltage SecureData Enter- 
prise で使用されるトー
クン化テクノロジーは、
柔軟性が高く、あらゆる
言語や地域のほとんどす
べての構造化データタイ
プに対して導入してデー
タを保護できるほか、パ
フォーマンスとスケーラ
ビリティの高さも実証済
みです。 

https://www.youtube.com/watch?v=MvMxozkH4_Y&t=5s
https://www.youtube.com/watch?v=xspqfG2m4L0&t=2s
https://www.youtube.com/watch?v=TDEPW4oaaUI&t=1188s
https://www.microfocus.com/ja-jp/media/data-sheet/voltage_securedata_security_ds.pdf
https://www.microfocus.com/ja-jp/media/white-paper/data_protection_and_pci_scope_reduction_for_todays_businesses_wp.pdf
https://www.microfocus.com/ja-jp/media/data-sheet/voltage_securedata_security_ds.pdf
https://www.microfocus.com/ja-jp/media/data-sheet/voltage_securedata_security_ds.pdf


3

Voltage SecureData Cloud & Analytics

Voltage によるデータの仮名化
AES (Advanced Encryption Standard)の一種であるVoltage FPEは、Voltage SecureData Cloud

において、データの柔軟な使い勝手を損なうことなく強度の高い堅牢なデータ暗号化を行う、基
盤となる革新的なテクノロジーです。NIST SP 800-38G3に示されている FF1方式を導入し
た Voltage FPEは、データのフィールドおよびサブフィールドレベルでデータプライバシー
規制に準拠するために必要な仮名化を行うと同時に、保護されたデータセットに対するビ
ジネスプロセスや分析の実行を可能にする暗号標準です。

Voltage Secure Stateless Tokenization (SST)は特許取得済みの高度なデータセキュリティソ
リューションです。オンプレミスまたはクラウドにおける支払いカードデータを確実に保
護します。Voltage SSTでは、トークンデータベースが不要で、カード名義人データやその
他の機密データを保管する必要がないため、PCI-DSSコンプライアンス監査などの範囲を
大きく狭めることができます。プライマリアカウント番号 (PAN)などの各データ値に対し
て常に一意のランダムなトークンを生成する、あらかじめ作成された静的なテーブルのセッ
トを使用することにより、トークン化プロセスの速度、拡張性、セキュリティ、管理性が
向上します。

Voltage によるデータの匿名化
セキュアでコンプライアンスを維持したテストデータ管理を実現するといった特定のユー
スケースでは、データが復元できると必要以上のリスクが生じることがあるほか、データ
の復元自体が望ましくない場合もあります。Voltage Format-Preserving Hash (FPH)は、ク
リックストリーム分析などのいくつかのユースケースにおいて、構造、ロジック、フィー
ルドの一部への適用、使い勝手などの他の Voltageのトークン化テクノロジーが持つメリッ
トはそのままに、データの完全な匿名化を提供します。Voltage FPHは、SHA-256などの
従来の匿名化手法と異なり、フォーマットを保持したまま柔軟な一方向の不可逆変換を行
うことによりデータの高性能な操作性を実現します。

Voltage のステートレスキー管理
Voltageのステートレスキー管理 (by OpenText™)は、Voltageのシンプルさと拡張性の土台
となるテクノロジーです。キーは必要に応じて動的に取得され、キーデータベースの保管、
保護、バックアップの必要はなく、また従来のキー管理ソリューションとの統合も必要あ
りません。キー、証明書、データベースの管理が不要なため、オンプレミス、オフサイトバッ
クアップ、さらにはクラウドでキーデータベースを継続して保護するためのハードウェア
やソフトウェア、ITと人材に必要なプロセスもコストも削減できます。Voltageのステート
レスキー管理を使用することにより、暗号化キーを完全に管理すると同時に低コスト、高
性能、かつ高可用性のデータ保護を実現できます。またその拡張性により、世界最大手の
金融サービス企業、電気通信事業者、支払い処理業者、その他のグローバル企業や政府機
関の機密データ保護にも利用されています。

__________

Voltage Format-Prese-
rving Hash (FPH) は、 ク
リックストリーム分析な
ど の い く つ か の ユ ー ス
ケースにおいて、構造、
ロジック、フィールドの
一部への適用、使い勝手
な ど の 他 の Voltage の
トークン化テクノロジー
が持つメリットはそのま
まに、データの完全な匿
名化を提供します。 

3. アメリカ国立標準技術研究
所 (2016) Special Publication 

800-38G, Recommendation 
for Block Cipher Modes 
of Operation: Methods for 
Format-Preserving Encryption

https://content.microfocus.com/gdpr-ccpa-privacy-tb/encryption-vs-tokenization?lx=6_RS12&utm_source=techbeacon&utm_medium=techbeacon&utm_campaign=00134846
https://www.microfocus.com/ja-jp/media/flyer/data-privacy-and-test-data-generation-flyer.pdf
https://www.microfocus.com/ja-jp/what-is/key-management
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ハードウェアセキュリティモジュールのクラウド環境に適応した進化
Voltage SecureData Enterpriseを使用してストレージやワークロードをクラウドベースの環
境に移行する場合は、クラウドにおける HSMベースの「信頼の基点 (Root of Trust)」が重要
になります。認定 Voltageアライアンスパートナーである nCipher Securityの nShield as a 

Serviceは、機密データとは分離した形で暗号キーデータの生成、アクセス、保護ができる、
サブスクリプションベースの FIPS 140-2認証済み nShield HSMソリューションで、Voltage

のステートレスキー管理をサポートしています。このクラウドホスト型モデルによりデー
タセンターの HSMを補完または置き換えることができます。

クラウドにおけるデータの保護と分析の実現
低コストのデータストレージ、柔軟に利用できるコンピューティングリソース、ますます
サービス範囲を拡大させるデータ分析により、オンプレミスからクラウドへと、ビッグデー
タ導入環境の移行が進んでいます。しかし、機密データを外部にホスティングすると、セキュ
リティに関して新たな責任が発生するだけでなく重大なリスクも抱えることになります。
責任共有モデルのもとでは、提供するハードウェアおよびソフトウェアサービスのセキュ
リティについてはクラウドプロバイダーが責任を負う一方、利用者には自身の資産のセキュ
リティに責任を負うことが求められます。

Voltage SecureData Cloud & Analyticsでは、クラウドアプリケーションおよびサービスで
データが保護され、保護された形式のままデータを使用することができます。これにより、
セキュリティ対策が存在しない、または正しく構成されていないことによりデータ侵害が
発生するリスクを除去できるほか、クラウドでの復号化の必要性がないためマルチクラウ
ド環境でも切れ目のないデータ保護モデルを導入できます。データをクラウドに移行する
場合、取り込み時、保存中、使用時など、ライフサイクル全体を通して継続的にデータを
保護する必要があります。

Voltage SecureData Cloud & Analyticsは以下との連携が可能です。

• AWS Glue、Azure Data Factory、Google Data Fusionなどのクラウド ETLサービス、および
Informatica、Talend、DataStage、Ab Initioなどのその他の COTS (商用オフザシェルフ ) 

ETLツール

• Kafka、NiFi、Storm、Streamsetsなどのストリーミングプラットフォーム、および AWS 

Kinesis、Azure EventHubs、Google Dataflowなどのクラウドストリーミングサービス 

• AWS Simple Storage Service (S3)、Azure Blob Storage、Google Cloud Storage、AWS 

RedShift、Azure Databricks、Azure SQL Data Warehouse/Synapse Analytics、Google 

BigQuery、AWS EMR、Azure HDInsight、Google Dataproc、Snowflakeなどのデータレイ
クサービス

• AWS RDS、Aurora、DynamoDB、Azure SQL Database、Cosmos DB、Google Cloud SQL

などの SQLおよび NoSQLデータベースサービス
他に以下の機能があります。

• AWS Lambda、Azure Functions、Google Cloud Functions、AWS Macie、AWS API 

Gateway、Google Data Catalogue、Google Apigee、Azure Data Catalogue、API 

Managementなどのサーバーレスコンピューティングサービスまたは Functions as a 

Service (FaaS)における Voltage変換

Voltage SecureData Cloud 
& Analytics では、セキュ
リ テ ィ 対 策 が 存 在 し な
い、または正しく構成さ
れ て い な い こ と に よ り
データ侵害が発生するリ
スクを除去できるほか、
クラウドでの復号化の必
要性がないためマルチク
ラウド環境でも切れ目の
ないデータ保護モデルを
導入できます。

https://www.brighttalk.com/webcast/17380/427601/bring-your-own-encryption-in-a-hybrid-and-multi-cloud-world
https://www.brighttalk.com/webcast/17380/427601/bring-your-own-encryption-in-a-hybrid-and-multi-cloud-world
https://content.microfocus.com/cloud-security-data-privacy-tb/selecting-the-right-?lx=8rSV2a&utm_source=techbeacon&utm_medium=techbeacon&utm_campaign=00134846
https://content.microfocus.com/cloud-security-data-privacy-tb/selecting-the-right-?lx=8rSV2a&utm_source=techbeacon&utm_medium=techbeacon&utm_campaign=00134846
https://content.microfocus.com/cloud-security-data-privacy-tb/selecting-the-right-?lx=8rSV2a&utm_source=techbeacon&utm_medium=techbeacon&utm_campaign=00134846
https://content.microfocus.com/cloud-security-data-privacy-tb/selecting-the-right-?lx=8rSV2a&utm_source=techbeacon&utm_medium=techbeacon&utm_campaign=00134846
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クラウドデータウェアハウスのための 
Voltage SecureData

Voltage SecureData Enterprise を Snowflake、Amazon Redshift、Google BigQuery、Azure 

Synapseなどのクラウドデータウェアハウス (CDW)と連携させることにより、機密性の高
いビジネス情報が侵害されるリスクを低減しながらもプライバシー規制を順守するフォー
マットが保持されたトークン化データを使用して、クラウドで大規模な分析およびデータ
サイエンスを安全に実施することができます。

加えて、あらゆる言語の任意の構造化データタイプを必要な量だけ仮名化および匿名化で
きる Voltage SecureData Enterpriseの高度なトークン化テクノロジーにより、異なるテク
ノロジー間でデータの保護を解除して再度保護する手間をかけずに、スムーズにデータを
共有して受け渡すことができます。マルチクラウドエンタープライズ環境では、Voltage 

SecureData Enterpriseにより、さまざまな CDW、クラウドサービス、クエリツール、ビジ
ネスインテリジェンスプラットフォーム、SaaSアプリケーション、クラウドサービスプロ
バイダー間のセキュリティのギャップを解消することができます。

Voltage SecureData Enterpriseは、オンプレミスとクラウドのさまざまなデータベース、デー
タウェアハウス、ビッグデータ環境においてデータのプライバシーと保護を提供する強固
な機能を備えていますが、クラウドネイティブで強力な統合によりそれらの機能がさらに
強化されます。PII、PHI、PCI、および知的財産などのその他のカテゴリの機密データを、
AWS S3バケットや Snowflake外部ステージなどのクラウドにアップロードする前にオンプ
レミスで保護することも、アップロード後に保護することも可能です。

Voltage SecureData Enterpriseの CDWソリューションによりこれらの環境のデータの保護
および保護の解除を直接管理できるため、機密性の高い結果セットがある場合に、そのう
ちのどれをデータサイエンティストや分析パートナーに公開するかを制御することができ
ます。また、CDWに用意されているネイティブな役割ベースのアクセスポリシーを使用す
ることで、Voltage SecureData Enterpriseではコードの変更や Voltage APIの知識がなくて
も保護対象データへの透過的なアクセスが可能です。

SaaS、COTS、社内アプリケーションのための 
Voltage SecureData Sentry

Voltage SecureData Sentry by OpenText™は、クラウドソフトウェアサービスおよびオンプ
レミスアプリケーションのデータ保護に特化した製品です。Voltageのデータ保護テクノロ
ジーを、Salesforce、ServiceNow、OpenText™ ALM Octane、Microsoft Dynamics 365など
の SaaSアプリケーション、および商用オフザシェルフ (COTS)アプリケーションに拡張す
ることができます。また、Voltage SecureData Sentryにより部分的な検索語句やワイルド
カードの検索語句をサポートするセキュアなローカルインデックス、SMTPリレーのための
セキュアな電子メールアドレスフォーマットなどの他にはない機能が追加されるため、競
合ソリューションでは影響を受けるアプリケーション機能もそのまま使用することができ
ます。Sentryはデータフロー傍受の手法を使用してネットワークを流れる機密データを保
護します。そのため、Voltage SecureData Enterpriseと直接連携できない SaaSアプリケー
ションや COTSアプリケーションで使用されるデータのセキュリティも保護できます。 

マルチクラウドエンタープ
ライズ環境では、Voltage 
SecureData Enterprise に
より、 さまざまな CDW、
クラウドサービス、クエリ
ツール、ビジネスインテリ
ジェンスプラットフォーム、
SaaS アプリケーション、
クラウドサービスプロバイ
ダー間のセキュリティの
ギャップを解消することが
できます。 

https://www.microfocus.com/ja-jp/media/data-sheet/voltage_securedata_sentry_ds.pdf
https://www.microfocus.com/ja-jp/what-is/cloud-access-security-broker?utm_source=everyonesocial&utm_medium=social&utm_campaign=00164297
https://www.microfocus.com/ja-jp/cyberres/data-privacy-protection/securedata-enterprise
https://www.microfocus.com/ja-jp/cyberres/data-privacy-protection/securedata-enterprise
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Sentry 搭載の Voltage SecureData

ID: 022-37-2773 ID: XXX-XX-2773

アプリケーション
データベース

ログ、レポート、
およびHadoop

新規アカウントの
アプリケーション

カスタマーサービスの
アプリケーション

Webフォームまたは
データキャプチャ

Voltageのフォーマット保持型暗号化ID

ID: 734-81-9292 ID: 734-81-9292 ID: 734-81-9292

クラウドアプリの
検出と保護

COTSアプリの
検出と保護

fpe.access(IDe)fpe.protect(ID)

ハイブリッド ITへの移行が進み SaaSアプリケーションへの依存度が高まっていますが、
自社開発のアプリケーションを APIレベルで連携することができない、またはそのような
連携を実現するだけの開発リソースがない組織もあるでしょう。Sentryのテクノロジーに
より、プログラミングにより APIを連携することなく、このような社内アプリケーション
の保護を推進することができます。Voltage SecureData Sentryにより、ハイブリッド ITへ
のシンプルな移行が可能になるほか、プライバシーのコンプライアンスを維持する機能が
あらかじめ備えられているため価値実現までの時間を短縮し、エンドツーエンドで一貫し
た形でデータを保護できます。

Voltage SecureData Sentryはオンプレミスにもクラウドにも導入できます。Voltage Secure-

Data Sentryは、HTTPプロキシやロードバランサーなどの Internet Content Adaptation 

Protocol (ICAP)対応ネットワークインフラストラクチャと通信してクラウドとの間で送受信
されるデータにセキュリティポリシーを適用し、Java Database Connectivity (JDBC)および
Open Database Connectivity (ODBC)の APIコールを取得して、データベース間で送受信さ
れるデータにセキュリティポリシーを適用します。導入する場所にかかわらず、暗号化キー
やトークン保管庫を第三者と共有することなくインフラストラクチャを完全に管理するこ
とができます。また、Voltage SecureData Sentryの検査モードにより、特定のデータフィー
ルドや機密情報を含む添付ファイルを対象にセキュリティポリシーを適用することができ
ます。

主なメリット
エンタープライズデータ保護およびプライバシーによる高いスケーラビリティと機敏性
SecureData Cloud & Analyticsおよび Voltage SecureData Sentryは、データ中心のセキュリ
ティを適用することにより、データ自体を保護するとともに、クラウドで生じるセキュリ
ティに関する主な課題に対応します。企業が運営するさまざまなクラウドサービスにおけ
るクラウド導入のリスクを軽減し、ハイブリッド ITに対して一貫性のあるデータセキュリ
ティを提供します。 

Voltage SecureData Cloud & Analyticsおよび Voltage SecureData Sentryにより、以下のこ
とが可能です。
•	 実績あるデータ中心のセキュリティによりアプリケーション、データ、ワークロードを
安全に導入し、クラウド移行を促進

Voltage SecureData Sen-
try はデータフロー傍受の
手 法 を 使 用 して ネット
ワークを流れる機密デー
タを保護します。そのため、
Voltage SecureData と直
接 連携できない SaaS ア
プリケーションや COTS
アプリケーションで使用
されるデータのセキュリ
ティも保護できます。 

https://www.microfocus.com/ja-jp/products/data-security-encryption/overview
https://www.microfocus.com/ja-jp/products/data-security-encryption/overview
https://www.microfocus.com/ja-jp/what-is/cloud-access-security-broker?utm_source=everyonesocial&utm_medium=social&utm_campaign=00164297
https://www.microfocus.com/ja-jp/what-is/cloud-access-security-broker?utm_source=everyonesocial&utm_medium=social&utm_campaign=00164297
https://www.microfocus.com/ja-jp/what-is/cloud-access-security-broker?utm_source=everyonesocial&utm_medium=social&utm_campaign=00164297
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•	 クラウドベースの分析、アプリケーション、ビジネスプロセスにおけるデータプライバ
シーに関するコンプライアンスを実現
•	 クラウドデータウェアハウスシステムで大規模な分析およびデータサイエンスを安全に
実施
•	 プラットフォームを問わないソリューションであるため、ハイブリッド IT、IaaS、SaaS、

PaaSクラウドサービスにまたがるデータの保護を一貫性のある形で管理し、マルチクラ
ウドエコシステムで柔軟なスケーラビリティを実現
•	 クラウドのデータに対する侵害や共有環境における内部からの攻撃のリスクを低減
•	 攻撃者がデータを利用できない状態にしてデータ侵害の影響を無効化
•	 個人データが確実に保護されるため、GDPRなどの規制により求められている侵害の影響
を受けた消費者への通知が不要
•	 データのライフサイクル全体を通してどこで保存または処理されるかにかかわらず一貫
してデータを保護

クラウド移行のための一貫性のあるデータ中心のセキュリティ
企業におけるクラウドへの移行を安全に実現する鍵は、ハイブリッド IT全体で一貫性を保
ちながら永続的かつシームレスにデータのセキュリティを組み込むことにより、あらゆる
環境を流れるデータのセキュリティを確保することです。Voltage SecureData Cloud & 

Analyticsおよび Voltage SecureData Sentryを利用することにより、データ、アプリケーショ
ン、ワークフローをオンプレミスとクラウドで実行できる、信頼性の高い ITアーキテクチャ
を容易に導入できます。これにより、新規ビジネスモデルの導入を促進してコスト効率や
競争力を高めると同時に、最も重要なデータを確実に保護することができます。

Voltage SecureData Cloud 
& Analytics お よ び Vol-
tage SecureData Sentry
を 利 用 することに より、
データ、アプリケーション、
ワークフローをオンプレミ
スとクラウドで実行でき
る、信頼性の高い IT アー
キテクチャを容易に導入で
きます。これにより、新規
ビジネスモデルの導入を
促進してコスト効率や競争
力を高めると同時に、最
も重要なデータを確実に
保護することができます。

https://content.microfocus.com/virtual-universe-dlc/data-privacy-business-driver
https://content.microfocus.com/virtual-universe-dlc/data-privacy-business-driver
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